
第１回大野東市民センター企画運営委員会（令和５年７月１２日開催）

委員意見・助言記入シート まとめ

テーマ 各委員からの意見

１ 「令和５年度における市民センター運営

について」に対するご意見、アドバイス

○ 新型コロナウイルス感染症の影響で、活動できなかったことが一番の

ネックだった。マスクなしで顔を合わせ、表情を見ながらの意見交流が

できるように願っている。

○ （主催事業など）日曜日の開催を増やして欲しい。

○ 子育て中（小・中学生）の保護者に寄り添う講座を、夜間や土日に、託

児付きで実施してもらいたい。（ex 今どきの性教育、１０歳の壁）

○ 未就園児とその保護者を対象とした事業を充実させる必要がある。特

に、育児うつ等による加害、自害などの予防につながるように。

○ 住んでいる地域の特性、環境を考える場の提供

○ 市民センターは、地域住民の身近な（行政）窓口でもあり、住民同士が

さらにつながり合える場となるよう、さまざまな関係機関と連携できる

ことを期待している。

○ 市民センターの機能、方向性として、市民が集い、学び合い、つながる

場として重要な機会の創出が期待される。そのことから「まちづくり」

へとつながるよう、長いスパンでの取組を行うことができたらよい。

○ 保護者世代が地域の中でつながる場や機会の創出

○ 建物が狭いが、少しイスなどを設置してほしい。

○ 多目的室は改装してもっと使用しやすい部屋にしてはどうか。

○ 大野第４区からの交通手段の利便性を願っている。

２ 所属する団体の活動範囲内における、地

域の現状や課題について

○ 故郷、ふるさとへの愛着の醸成、伝統、文化を守り育てていくことが

必要。

○ 地球環境、住んでいる地域を俯瞰的に見ることが必要。

○ 大野東小学校区でありながら、阿品台西小学校に約６０世帯８０人が

通学している様子。隣接した地区であり、地域を越えたつながりができ

るような事業企画ができないか。

○ 高齢者の介護問題が深刻である。（特に認知症）

○ 災害時の弱者の避難支援（南海トラフ大地震、風水害など）

○ 昨今、中学生と地域とのつながりには大きな課題があると感じている。

地域行事や市民センター利用の視点で中学生が地域の中で活動したり、

地域の担い手としての姿が増えることを願い、共にに考えていきたい。

○ 子ども会などによる社会性の構築

○ 昔からのコミュニティ、新しいコミュニティの中でソーシャルスキル、

人との折り合いの付け方などを学ぶ機会が大人も子どもも必要だと感じ

ている。

３ 市民センターに期待すること、一緒に取

り組むとよいと思うこと

○ 学ぶ場の構築

○ 人間関係を向上する場

○ 世代が交流できる場所を考えて欲しい。

○ いろいろな世代が楽しめるイベント

○ いろいろな年代の人が、ひとつのテーマをきっかけに深く話せる機会

○ 親子防災講座（夏休み中など）

○ 大野第３区の地理的な現状を学ぶ機会

○ 市民センターが、地域の気になる人について気軽に相談ができ、さら

に見守り活動の相談会など（の実施）について、協働できるとよい。その

場に専門職等も交えてもらえるとよい。

○ 地域の現状や課題解決のための啓発活動などにおける連携

○ 中学校との共催または協力により事業を考えていきたい。

○ 「コミュニティスクール」が今年度からスタート、「地域にある学校」

として、子どもの成長に地域が関わり、まちづくりに子どもが関わり、

両者が生かされ発展、成長していける取組を考えていきたい。（案として、

大野東中学校を会場として、クラブの作品を一定期間展示するギャラリ

ーの実施、大野第 1区～第４区全域が一体となった地域防災訓練、PTA と

ともに子育て世代（保護者）の学びの場）

○ 開催事業の周知


